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要 旨
本研究の目的は、統計ソフトウェアHADを多言語環境で利用できるようにする































HADはMicrosoft Excel (以下、Excel)で動くソフトウェアであり、Microsoft Officeがインス
トールされたWindows およびMac OS の環境で実行することができる。HADバージョン16現






が可能であり、修正し再配布を行うことができる。ただし、HAD は GNU General Public



























































































HAD の開発は研究代表者一人で行っている。開発環境は Windows 版の Excel で、2010、



































また、英語版 HAD を英語版 OS、英語版 Microsoft Office で起動するかを確認したところ、
データの読み込みや分析を無事行うことができた。これにより、日本語対応していないOS でも
HADの利用可能であることが示された。
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図 外部に出力された日本語文章
関西学院大学高等教育研究 第号（2018）
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図 英語版の表示
図 表示言語の切り替え
多言語化・英語版 HADの今後の展開
本研究によって、統計ソフトHADの多言語化および英語版の作成が達成された。この成果は
今後の統計教育における国際化を大きく貢献することが期待される。本学では SPSSなどの商用
ソフトウェアが学生でも利用可能であるが、個人の PCにインストールする場合は安価であると
はいえ有償である。それに対し、HADは Excelさえあれば言語環境を選ばず統計分析を行うこ
とができる。
ただし、HAD にもまだ統計教育の国際化においていくつか制限がある。第一に英語版のマ
ニュアルの不在が挙げられる。日本語の資料は豊富ではあるがこれらは未だ英語への翻訳が行わ
れていない。今後の研究の課題である。第二に、中国語版や韓国語版に対応していない点であ
る。日本の大学にいる留学生の多くはアジアから来た学生である。よって、統計教育の国際化を
進めていくためには、これらの言語への対応が不可欠である。これらの限界点を解決することに
よって、HADは留学生にとっても有効な統計ソフトとして貢献すると考えられる。
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